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さいたま市長８月定例記者会見 

令和元年８月２日（金曜日） 

午後１時３０分開会 

 

〇 進  行   定刻となりましたので、市長定例記者会見を始めさせていただきます。 

         それでは、記者クラブ幹事社、東京新聞さん、進行よろしくお願いいたし

ます。 

〇 東京新聞   ８月の幹事社を務めます東京新聞と申します。よろしくお願いします。 

         それでは、本日の記者会見内容につきまして、市長から説明をお願いしま

す。 

〇 市  長   皆さん、こんにちは。 

         １２月８日に開催いたします「さいたま国際マラソン」フルマラソン一般

の部、またフルマラソン女子ビギナーの部の応募者が定員に達したので、エ

ントリー受付を終了いたしました。 

         昨年より１カ月以上早く定員に到達したということは、「さいたま国際マ

ラソン」が広く認知されてきたこと、またこの大会を機に、走ることの楽し

さやすばらしさなどを感じていただき、市民ランナーなどの裾野が広がって

きたのではないかと考えております。 

         引き続き、（１２月）７日に行われます「駒場ファンラン」の各部門では

申し込みを受け付けておりますので、よろしくお願いいたします。 

         また、先週皆さんのもとにも資料提供させていただきましたが、明後日の

４日から９日までの６日間、アメリカを訪問し、リッチモンド市では姉妹都

市提携２５周年記念事業への参加。また、ワシントンＤ．Ｃ．ではアメリカ

の国立盆栽・盆景園との姉妹館締結、そしてニューヨーク市では観光プロモ

ーションを行ってまいります。 

         タイトなスケジュールとなっていますが、さいたま市の魅力をプロモート

するとともに、信頼関係の構築に努めてまいりたいと考えております。 

         また、成果については改めてご報告を申し上げたいと思います。 
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         それでは、本日の議題に移らせていただきます。 

         まず、議題の１つ目でありますが、「固定資産税評価業務にＡＩを活用し

ます」についてご説明をさせていただきます。 

         本市では、今年度より固定資産税の課税客体であります家屋の評価事務に

おきまして、全国に先駆けてＡＩを用いた本格的な運用を行ってまいります。 

         本市では既にご案内のとおり、令和２年１月より各区役所で行っておりま

す税務事務を２つの市税事務所に統合する予定でございます。業務を集約し

て効率化を図る一方で、固定資産税の調査においては現地までの距離が遠く

なり、調査時間が今まで以上に必要になります。 

         そこで、市税事務所の開設に向けては、固定資産税における対策といたし

まして、ＡＩによる本格的な活用を研究してまいりました。 

         まず初めに、従来の固定資産税の家屋の調査の作業の流れ、スケジュール

についてご説明をしたいと思います。 

         まず、固定資産税の価格は、評価の基準日となります１月１日現在の現況

に基づいて決定しております。本市では、固定資産を漏れなく十分に把握す

るため、１月１日に航空写真を撮影しまして、その写真をもとに家屋の異動

を判読する業務を委託にて行っております。それがこの部分になるわけでご

ざいます。 

         これらの一連の委託作業は、航空写真に写る全ての家屋を対象に、前年の

航空写真による高さデータと、目視により比較し、家屋の高さに変化のある

ものを抽出いたします。しかし、この家屋の判読作業は膨大な処理量をこな

す上、樹木などの障害物の影響で判読できない家屋が多数あるなど、熟練者

が判読した場合であっても不明となる箇所も多く、納期も３月末になってし

まいます。 

         その不明となる箇所は、後日、市の職員によって再調査を行わなくてはな

りません。そして、その再調査の箇所が多ければ多いほど、調査図への転記

作業、あるいは現地調査などに時間がかかり、３月から４月にかけての作業

時間が増えて、市職員の負担にもつながっています。 

         次に、ＡＩを導入した場合のスケジュール、業務の流れですけれども、こ

の帯の部分が委託による調査のところになりますけれども、まずこれが短縮

化されるところでありまして、３月以降の再調査と記載のあるところでは市
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職員における現況調査が行われることになります。ここの部分です。 

         先ほど説明した２カ年の航空写真の比較などの作業にＡＩを活用いたし

ますと、ＡＩの解析能力と高速処理によって、的確な再調査ポイントの抽出

が可能となります。そして、業務委託による成果物の早期納入に加えまして、

再調査に係る処理時間の大幅な削減が期待できることになります。 

         なお、ＡＩが学習していくことによって、市職員による再調査件数の削減、

また作成される調査図が直接業務に生かされるなど、作業時間の平準化も可

能になるものと考えております。 

         さらに、ＡＩの活用方法について、具体的に説明したいと思います。まず、

従来の手法についてでございますけれども、１月１日に実施する航空写真の

撮影では、写真データをもとに全ての家屋の高さの測定データを作成してお

り、高さに変更があったもののリストを作成しております。モニターでは、

高さに変更があったものを例示しております。これは前年の写真でございま

すが、この翌年の１月１日に撮影した写真と比較しまして、昨年よりも低く

なっている、あるいは高くなっているという判読作業をやっていくことにな

っております。 

         なお、高さに変更があった家屋の２カ年の航空写真を比較しても、家屋の

高さに変化があったということはわかりますが、その変化の原因について、

新築、取り壊しといった明確な判定を出すには至っておりません。よって、

目視による判読が行われ、その原因が自動車や樹木、または資材置き場など、

再調査の必要がない不要な情報かを確認し、不要であれば再調査の対象から

取り除く作業が行われます。 

         この従来の判読とＡＩによる判読の比較についてご説明をしたいと思い

ますが、モニターでは上が従来の目視による判読、そして下がＡＩによる判

読を示しております。 

         それから、上段の従来の目視による判読では、その場所にあった家屋に変

化があったという手がかりにはなりますけれども、それが新築なのか、滅失

なのかといった明確な予測判定を出すまでには至らなかったわけでありま

すが、一方下段のＡＩによる判読では、家屋の変化をＡＩで自動で抽出をし

まして、高速で家屋の領域、外形を判断して、図で示すことができるように

なります。そして、抽出した建物の外形をもとに、新築、増築や滅失という
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ことを自動で判定することができます。そして、市職員による再調査ポイン

トを的確に示すことが可能となります。 

         また、従来の手法では、変化のあった箇所だけをリスト化し、そのリスト

をもとに職員が家屋調査図を修正しておりましたが、今後はＡＩの活用によ

って家屋調査図が自動で更新されるようになるため、手間と時間が大幅に削

減されることになります。 

         次に、これがＡＩの活用によって作業時間がどのぐらい変化するかについ

てでございますけれども、グラフは再調査が集中する年度末であります３月

の本市における家屋担当者の作業時間で、従来の作業を行った場合はこちら

（左）ということになります。約５８６時間かかるということでありますけ

れども、これが、こちら（右）側のところがＡＩを活用した場合は、それが

６３時間ぐらいでできるということになります。ＡＩの活用によって、現状

では職員の手によって行われております調査図への転記、あるいは机上での

航空写真による再確認に要する時間がなくなるなど、ＡＩの活用によって作

業時間はおおむね９０％の削減が期待されているところであります。 

         そして、今回さいたま市では市税事務所を統合して、南北の２つの事務所

を設置する予定にしておりますけれども、これによってＡＩを活用しないで、

現状と同じ方法でやった場合にはどのぐらい時間がかかるかというと、移動

時間などがこれに加わってまいりますので、数が多く、また移動時間も長い

ということで、昨年の例で見ますと８０５時間ぐらいになるのではないかと

考えられておりますけれども、それが６３時間ぐらい、あるいは移動も含め

るともう少しかかるかと思いますけれども、（作業時間を）大幅に削減し、

効率的な形でこの業務を進めることができるようになります。 

         また、これまでは固定資産税賦課への活用について説明してきましたけれ

ども、それ以外にも活用ができると考えております。現在、航空写真を含む

地図情報は、さいたま市地図情報として、市ホームページから市民の皆様に

も閲覧できるほか、庁内の共有資産としても活用させていただいております。

このたびのＡＩの活用に伴いまして、新たに作成する家屋調査図は、家屋の

形状がわかる資料として作成されるものでありますけれども、今後は庁内の

各課の業務へも活用していきたいと考えております。 

         既に一部の所管とは協議を行っており、例えば自治会や自主防災組織など
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で活用の用途を検討しているところでございます。庁内の各所管課と市民の

皆さんが連携する取組の中で、今後作成される図面の活用について情報提供

を行っていく方針でございます。議題１については以上です。 

 

 

 

         続きまして、議題の２でございます。「セカンドライフ支援センターを開

設します」についてご説明させていただきます。 

         人生は１００年時代と言われております。国がまとめました「人づくり革

命基本構想」によりますと、日本の高齢者の歩行速度はこの１０年で１０歳

程度若返っているという調査結果もあり、身体機能は以前に比べて非常に若

くなっているということが言えます。まず読解力では、ＯＥＣＤ加盟国

３６カ国の平均は２５２．６点ですけれども、その中で日本は２６６．９点、

また数的思考力もＯＥＣＤ平均では２４９．７点ですが、日本は２６７．８点

で、日本は読解力、また数的思考力ともにＯＥＣＤ加盟国平均よりも高いと

いう状況がございます。 

         国の「人づくり革命基本構想」には、高齢者雇用に関する項目も設けられ

ており、国のセカンドライフに対する期待の高さがうかがえるところです。 

         人生１００年時代は、定年退職後や子育てを終えた後の人生、セカンドラ

イフも現役時代と変わらずに生活ができるというものです。自分に合ったセ

カンドライフを歩んでいくということは、これからの人生にとっては大変重

要なこととなります。 

         現在も市や関連団体によってセカンドライフに関係するボランティアあ

るいは就労、また生涯学習などの事業がさまざまな形で展開されております。 

         しかし、さまざまな事業が活用できるのに、情報が一元化されていなくて

散在しているために、必ずしもそういった参加を十分に促すということがで

きない状況もございます。セカンドライフに入る方には、どういった事業を

活用すればよいのかわからない、あるいはどういった事業があるのかがわか

らない、自分の希望することも見つけられないという方もまだ多数いらっし

ゃいます。また、市民からセカンドライフについての情報提供を行う窓口開

設の要望もございました。こうした課題を解決していくために、セカンドラ

市長発表：議題２「セカンドライフ支援センターを開設

します」 
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イフに関する情報を集約した相談窓口が必要であると考えまして、「セカン

ドライフ支援センター」を開設いたします。 

         目的は、セカンドライフにおきまして、ボランティア、就労、生涯学習な

ど多様な形態での地域社会への参加を促し、高齢者の生きがいづくりを支援

し、その活力を地域社会に還元することを目的としております。 

         概要についてでございますが、名称は「セカンドライフ支援センター」、

愛称を、「り・とらいふ」としました。これは、市民からの公募により決定

されたものでありますが、この「り・とらいふ」の「り」は繰り返しを意味

する「り」でございまして、また挑戦を意味する「とらい」と、人生・生活

を意味する「らいふ」、これを人生・生活に再び挑戦していくという意味か

ら、これらをくっつけて、「り・とらいふ」という愛称ができたということ

です。 

         開設年月日は、令和元年９月２日月曜日でございます。また、同日からセ

カンドライフ支援センターのホームページも開設してまいります。所在地は、

ＪＲ浦和駅東口から徒歩１分のコムナーレ９階、開庁時間は平日午前９時か

ら午後５時となっております。 

         主な事業展開についてでございますが、セカンドライフ支援センターでは

シルバーバンクが現在提供しているボランティア情報に加えまして、就労情

報あるいは生涯学習情報なども提供できるようになり、より幅広い多様な社

会参加を支援する情報を集約して発信してまいります。 

         シルバー人材センター、また労働政策など他部局が持つ情報を集約、発信

をしていくことで、さまざまなセカンドライフに関する情報へのアクセスが

容易になります。 

         また、ご自身のセカンドライフがまだ明確でない方、そういった方々にも

相談によって明確化のお手伝いをする、こういったこともできるのではない

かという提案をさせていただきながら、その人に合った情報を選んで、そし

て参加してもらうということをお手伝いしていこうというものであります。 

         市民が情報に容易にアクセスすることでセカンドライフの間口が広がっ

て、セカンドライフで進みたい道の選択も容易になるのではないかと考えて

おります。 

         窓口の機能でございますけれども、窓口にご覧の機能をつけて対応してい
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きます。ボランティア活動、就労したい、地域で活動したい、社会参加をし

たい、こういったことについて積極的に情報提供してまいりたいと思います。 

         ボランティア活動がしたい方には、ボランティアに関する情報提供、また

受け入れ施設とのマッチングを行います。また、さいたま市独自のシルバー

ポイント事業をご案内することで、ボランティア活動への意欲を促進してま

いりたいと考えております。 

         また、就労したい方は、シルバー人材センターなどと連携をして、就労に

関する情報を提供いたします。また、合同就職説明会を開催し、就労機会と

の出会いを創出してまいります。 

         また、地域で活動したい方は、生涯学習、サークル、趣味などに関する情

報を提供いたします。 

社会参加したいけれども、何をすればよいかわからないという方には、キ

ャリアコンサルタントが相談、助言をいたします。こういったことによりま

して、セカンドライフに対するさまざまな情報をワンストップで提供できる

窓口といたします。 

         最後に、開設式典とオープニングセミナーについてご案内をさせていただ

きます。まず、開設式典は令和元年９月２日月曜日、午後２時から行います。

また、式典の後に、午後２時３０分からオープニングセミナーを開催します。

会場は、ともにコムナーレ９階、浦和コミュニティセンター第１５集会室と

なります。セカンドライフについてお考えいただくために多くの方にご来場

いただきたいと思います。 

         セカンドライフ支援センターは、９月２日の開設式典前の午前９時から開

設をいたしまして、窓口にてボランティア、就労、生涯学習などに関する情

報を提供してまいりたいと考えております。ぜひご利用をいただきたいと思

います。 

         私からは以上です。 

 

 

〇 東京新聞   市長からの説明について質問お願いします。 

         ちょっと私からＡＩのほうなんですけども、２点ほど。図を見ると、ＡＩ

を導入してもその部分が業務委託による処理というのは変わらないと思う

議題１に関する質問 
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んですけれども、要は誰がどのようにしてそのＡＩというのを活用するのか。

要するに委託業者さんがソフト、どこかの市販のソフトを買って役立てるの

かとか、その辺の仕組みをもうちょっと教えてください。 

         じゃ、まずそこですね。 

〇 事務局    ＡＩにつきましては、具体的には委託の中でやらせていただきます。ただ、

委託の業務の中で、やはり判読が難しい部分というのはどうしても出ます。

そういったものをログというような形で蓄積して、翌年度に学習成果として

回していけるということが、この人工頭脳を使った取組になります。 

         具体的には活用するソフトウエアを、ＡＩを用いた仕様にさせてもらいま

して、入札にかけております。 

〇 東京新聞   そのソフトウエアも業者さんが要するに開発したものなのか、市販のもの

を使うことなのか。 

〇 事務局    ソフトウエアについては、昨年度からいろいろ研究してまいりまして、あ

る一定レベルのソフトウエアを開発しているという実績を見出しましたの

で、それ以上の水準のものという形で応募をかけております。その水準に見

合ったものがありましたので、ここでやっていけるという判断をしました。 

〇 東京新聞   市がある程度フォーマットをつくったところなんですか。 

〇 事務局    中身はメーカーさんにやってもらっています。 

〇 東京新聞   では、それ以外どうでしょうか。 

〇日刊工業新聞  日刊工業新聞と申します。 

         ＡＩについて２点ございます。 

         １点目は、実際このＡＩが活用されるのはいつからなのかということが

１点目で、もう一点は市長にお伺いしたいのですが、この作業時間の推移見

ても結構、もう６３時間に減少しているということで、逆に人手が余るのか

なとも考えられるのですが、ＡＩ化に関してどのようにお考えかということ

をお伺いしたいです。お願いいたします。 

〇 市  長   ＡＩの活用そのものについては、令和２年の１月１日の航空写真を撮影し

てからが具体的な作業といいますか、活用ということになりますが、当然そ

の前に前年のデータも入れておいていただかなくてはいけないということ

がございますので、そういった準備をして、来年の１月１日以降になるかと

思います。それから、次の作業によって、人手がということでありますが、
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基本的には作業時間が大幅に縮減をされますので、私たちとしてはＡＩとか、

あるいは今ＲＰＡの実験などもやっておりますけれども、そういった機械で

できる部分については、できるだけ作業を効率化していくということになる

と思いますけども、もう一方で、人でないとできない分野というのは多々あ

りますので、その中でやれる業務については短縮をしていく、そして人間が

やらなくてはならない部分は人間が対応していくということの中で、全体の

業務のボリュームがございますので、その中で判断をしていくことになると

思います。 

         これまで人間が、作業の細かい点をやって、非常に多くの時間を費やして

まいりましたので、それが機械的にできることで、今言ったような人間でな

いとできない分野の業務をできるだけやっていただくということになると

思います。 

 

 

 

〇 東京新聞   幹事社として代表質問をさせていただきます。質問はまとめて行います。

よろしくお願いします。 

         ７月２１日に参議院選挙が投開票され、県内でも４議席が決まりました。

比例も含めて市長の選挙結果の受け止めを教えてください。 

         また、知事選の告示が８日に迫っています。前回の会見で市長は、個々の

政策が発表された後に、特定の人を応援するか、中立的な立場をとるか判断

すると言っていましたが、その後どんな考えに至ったでしょうか。よろしく

お願いします。 

〇 市  長   それでは幹事社の質問に順次お答えをしたいと思います。 

         まず、今回の選挙は、一票の格差に関する最高裁判例を受けて、比例代表

制を見直して、総定数を４増とし、選挙区で２名増えるということで、埼玉

選挙区はその２名が増えたわけでありますが、今回はそのうちの１つの改選

期ということで、今までの定数３から４になったということになります。そ

れを受けての第２５回参議院議員通常選挙ということであります。 

         まず、当選をされました４名の皆様に心からお祝いを申し上げたいと思い

ます。今回定数が増えたことによりまして、主要政党の候補者がそれぞれ立

幹事社質問：参議院議員選挙の結果の受け止め及び埼

玉県知事選挙の立候補者への応援について 
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候補されて、ある程度、政党で絞った形で戦われたと認識しております。そ

の中で、特に現職として、さまざまな実績がございます古川俊治議員、また

矢倉克夫議員が当選され、また地方議員としても実績がございます熊谷裕人

議員がそれぞれ当選をされたということで、私たちとしても、さいたま市と

これまでも連携をしてくださった方々、またさいたま市政に直接かかわって

いただく方が当選をしていただいたということで、大変心強い限りでありま

す。 

         比例代表においては、全体として与党は堅調だったのかなと思いますし、

また野党は立憲民主党のひとり勝ちといった状況だったかなと思っており

ます。 

         その中で、従来からの政党ではない「れいわ新選組」、また「ＮＨＫから

国民を守る党」が議席を獲得したということであります。これらの党は、わ

かりやすい主張を公約に挙げていたということで、選挙争点の明確化という

点で有権者に響いたのではないかと考えているところであります。 

         次に、埼玉県知事選挙に対する考えということでございます。前回の記者

会見だったでしょうか、６月、政策が出そろったら何か態度を明確にするの

かということに対して、立候補者の政策を見て判断をしたいとお答えをした

と記憶をしておりますが、現在まで３者については、政治的な姿勢であると

か、あるいは大きな理念といいますか、方針は発表されておりますが、現時

点では具体的な施策については発表されておりませんので、まずは、ぜひこ

ういった具体的な政策についても明らかにしていただき、これから埼玉県が

目指すべき姿、また少子高齢化ということについても、埼玉県もこれまで人

口が増えてきましたけれども、人口減少局面がもう目の前に迫っている中で、

どういった政策を行っていくのかということについてしっかり明らかにし

て、それぞれの候補がしっかり議論をしていただきながら、選挙戦を行って

いただきたいと考えております。 

         私自身としては、３名の方々とそれぞれお目にかかる機会がございまし

た。それぞれ３人とも、それぞれがなぜ立候補するのかという思いであった

り、あるいは県政を運営するに当たっての考え方についてのお話も、十分で

はありませんけれども、お伺いしたところであります。 

         これまでもさいたま市としては、大野元裕さん、あるいは行田邦子さんに
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ついては、現職の参議院議員ということもあり、さいたま市としても市政の

運営、あるいは発展のためにご協力をいただいてきたということもございま

すし、また青島さんについても、自民党の議員団からも要請もいただいたり

しているところでありますけれども、３人とも私自身もお目にかかりました

が、県知事としての能力を十分に持った方だという印象は受けました。 

         さいたま市としては、今後も県と連携を密にして、市の発展あるいは県の

発展のために協力をし合っていかなければならないという立場でもござい

ますので、現時点では明確な政策が出ていない段階でもございますし、中立

的な立場をしっかりととっていくということになると思います。いずれにし

ても、そういう中でそれぞれしっかりとした政策を打ち出しながら、県民の

皆さんにしっかりと訴えていただき、より多くの方々が投票していただく埼

玉県知事選挙が行われることが望ましいと考えているところでございます。 

         以上です。 

 

 

〇 東京新聞   ありがとうございます。 

         代表質問の説明に関して質問がある方は、マイクを使用して質問してくだ

さい。 

         ちょっと私から一点、再度確認なんですけれども、現時点では中立的な立

場をとっていくと今おっしゃったんですが、選挙公示が近づき、あるいは公

示後に明確な政策が出た段階で、市長が特定の候補者を応援するということ

は、聞く限りではないのかなという気がするんですが、それは政策が明らか

になってから後は、可能性としては一応あるという考えでいいんでしょうか。 

〇 市  長   基本的には、中立的な立場を貫くことになるのではないかと思っています

が、ただ、具体的な政策が出た中で、市にとってプラスになる、あるいはマ

イナスになるというケースもございますので、そのときにはまた違う考え方

になるのではないかと思いますが、基本はそれぞれ３人の方々のお話を聞く

限りは、さいたま市が目指している方向性、あるいは県との連携については、

比較的大きな違いはないのかなと考えております。 

〇 東京新聞   そのほか質問ある方お願いします。 

〇 埼玉新聞   埼玉新聞でございます。 

幹事社質問に関する質問 
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         今おっしゃっていた知事選の関係なんですけれども、具体的に応援の依頼

ですとか、あと事務所も開設されているということなんですけど、ため書き

の依頼というのはございましたでしょうか。 

〇 市  長   まず、ため書きの依頼や、推薦の依頼についてはございました。 

         ため書きについては、３人の事務所に送らせていただきました。 

         それから、推薦については、やはりできるだけ政策が出た段階でと思って

おりますが、現状の方向でそのまま推移していくとすると、３人に対して、

どなたがなっても知事にふさわしいということで出させていただく方向に

なるのではないかと思います。 

         また、それ以外の応援については、中立的な立場をとることを前提とする

と、同じような対応をさせていただくということになると思います。 

〇 埼玉新聞   ３人というのは、どなたとどなたとどなたでしょうか。 

〇 市  長   青島さん、大野さん、行田さんです。 

〇 埼玉新聞   応援演説についてはやっぱり、もう既に…… 

〇 市  長   期間中の具体的な、いつ、どうしてくれということの要請については、現

時点ではございません。 

         また、前半については、先ほどお話をしました姉妹都市との関係で、アメ

リカへ出張しているという状況もございますので、その後そういった要請が

あった場合には、同じような対応をする方向で考えております。 

〇 朝日新聞   朝日新聞です。 

         ため書きにつきまして、事務所に大きく張られているものの内容ですか

ら、逆に言えば今後もし清水さんが特定の候補を応援するような、一緒に並

んで、この方を知事にというような応援をされると、恐らくほかの陣営は、

ため書きをいただいたんだけれども、清水さんはこの方を応援しているとな

れば、それは大変信義上、問題になるような気もしますので、３人に送られ

たということは、もうほぼほぼ特定の方を、どなたを応援するということは

ないと考えるのが一般的とも思えるんですが、いかがでしょうか。 

〇 市  長   基本的な方向性としては、そうだと認識をしていただいて結構だと思いま

す。 

〇 東京新聞   ほかはどうでしょうか。よろしいですか。 

         そのほかの質問がある方も質問してください。 
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〇 埼玉新聞   ちょっとさっきの質問、参議院選についてなんですけど、今回投票率が

５０％を割っておりまして、このことについての受け止めと、お考えをお聞

かせいただけますでしょうか。 

〇 市  長   今回も投票率が前回よりも低下したことについては、非常に残念であると

思っております。 

         現在、国政選挙においても、また地方選挙においても、かなり投票率が低

下傾向にあると思っておりますので、その中で、もちろん短期的に投票を促

していくような運動であったり、あるいはそのための細かな施策ということ

も重要だと思いますが、やはりそれ以上に、先日も総合教育会議の中で、主

権者教育ということが教育委員会から話題として提供していただきまして、

総合教育会議の中でも議論をさせていただいたところでありますけれども、

やはり国民としての、また、市民、県民としてのそれぞれの主権者としての

権利、それから義務、そして政治と生活ということは、非常に密着している

ということをぜひご理解をしていただくような取組を継続的にやっていか

ないと抜本的な、一時的にはちょっと上がったりというようなことはあるか

もしれませんけれども、なかなか投票率の上昇にはつながっていかないので

はないかという危惧を抱いておりますので、その辺については市長部局も、

また教育委員会も連携をして、あるいは選挙管理委員会も連携をして、そう

いった問題にも取り組んでいく必要があると考えております。 

 

 

〇 共同通信   共同通信と申します。 

         ７月１８日に京都で起きた京都アニメーションの放火事件に絡んでなん

ですが、放火殺人などの容疑で逮捕状が出ている男が、さいたまに住んでい

る青葉真司という男でした。そのことについて、市長としての受け止めをお

願いします。 

〇 市  長   このたびのこの京都アニメーションの放火事件については、３５人ものと

うとい命が奪われ、さらに多数の方が重軽傷を負われるという、大変あって

はならない悲惨な事件が起きました。非常に心を痛めているところであり、

その他：参議院議員選挙の投票率について 

その他：京都アニメーション放火事件について 
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また非常に残念でなりません。また、強く憤りを感じているところでもあり

ます。お亡くなりになられました方々に心からご冥福をお祈り申し上げます

とともに、負傷された方々に一日も早いご回復をお祈り申し上げたいと思っ

ております。 

〇 共同通信   一部報道などでは、青葉真司容疑者が生活保護を受けていたとか、そうい

った情報も出ています。市として、この青葉容疑者にはどういうかかわり方

をしていたのか、何か話せることがあれば教えていただければと思います。 

〇 市  長   大変申しわけないのですが、個人情報に係ることでございますものですか

ら、お答えは差し控えさせていただきたいと思っております。 

 

 

 

〇 読売新聞   本日、ふるさと納税の現況調査の結果が発表されたんですけれども、さい

たま市のほうでは、住民税の控除額が多い自治体の中に名前が入っていたん

ですけれども、それを受けての受け止めをお聞かせいただけると助かります。 

〇 市  長   さいたま市は、多くの地域から転入をしていただき、そして新しい住民の

方々がたくさんお住まいになられている都市でもございます。そうした中で、

ふるさとに対するさまざまな思いや愛情がある中で、ふるさと納税という形

で貢献をされるという状況下にあると感じております。ただ、やはりそれだ

けではなくて、私たちとしては、それによって市税収入が減るということも

ございます。 

         私たちとしては、これからの方向性として、ものというよりも、体験型の

ふるさと納税についてのメリット感というのでしょうか、あるいはその取組

がふるさと納税でないとなかなかできないという、そういった取組をできる

だけ増やしていく中で、やはりどちらかというと市民がほかの自治体に出す

部分が多いので、それを少しでも食いとめて、私たちとしてはむしろ他の都

市の皆さんが、さいたま市といろいろな形でつながっていただける機会をた

くさん増やすということを積極的に、またこれから努力していきたいと思っ

ています。 

 

 

その他：ふるさと納税の現況調査結果について 

その他：さいたま国際マラソンについて 
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〇 埼玉新聞   埼玉新聞と申します。 

         冒頭にございますさいたま国際マラソンについてお伺いいたします。出場

の締め切りが、去年より１カ月早く定員に達したということなのですけれど

も、まずその受け止めと原因、先ほど知名度がというお話がありましたが、

少し考えがありましたら教えていただけますでしょうか。 

         あと、市長はこれ参加されるんでしょうか。 

〇 市  長   それでは、さいたま国際マラソンについての受け止めということでお答え

をしたいと思います。 

         冒頭でもお話をしましたとおり、フルマラソン一般の部と女子ビギナーの

部が、昨年よりも１カ月以上早く定員に達することができました。今年で

５回目の開催になりますので、大会の認知度が上がってきていることが一つ

あろうかと思いますし、またさいたまを走ってみたいと思ってくれる方が増

えてきていると感じているところでございます。 

         ８キロの部についても既に定員が達したということで、引き続き、（駒場）

ファンランの部についても、小中学生、どちらかといえば市民が中心に参加

してくれる部分について、さらにＰＲをして、多くの皆さんに参加いただい

て、楽しく、また健康、あるいはスポーツの振興につながっていくような、

またさいたま市の魅力をより一層、市民も市外から来ていただいた方も感じ

ていただけるようなマラソン大会にしていきたいと考えているところであ

ります。 

         ５回やっている中で、少しずつ（定員に到達することが）早まってきてい

る要因、幾つか考えられると思いますが、１つは、やはりランナーの事前受

付を廃止して、当日にすぐに来れるというような改善であったり、あるいは

昨年もやりましたけれども、女子ビギナーの部、これも非常に好評でありま

したので、そういったきめ細やかな取組が、少しずつ評価をいただいている

のかなと思っております。 

         また、たくさんのボランティアが応援をしてくださるということは、ラン

ナーの皆さんにとっても大変好評をいただいているところでありますので、

そういったところが大きな要因だと思います。 

         私自身も、今年もフルマラソンに参加したいと思っています。 

〇 埼玉新聞   フルマラソン。 
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〇 市  長   はい。 

〇 埼玉新聞   トレーニングとかはされているんですか。 

〇 市  長   トレーニングも、週に２回ぐらいという感じですね。過去２回完走してお

りますので、大体練習のペース、やり方も少しずつわかってきましたので、

今年は５時間切りをしっかりと目指していきたいと思っております。 

〇 埼玉新聞   マラソン関連であと２点ほど。 

         まず去年、スタートラインの位置によって、カットラインに到着するまで

が大分時間が違うということで、苦情が出ているというふうに聞きました。

まず、この点の改善がどのように図られているかが１点と、ファンランのほ

うなのですけれども、非常に企業ですとか団体のＰＲですとか、懇親の場に

使われているということなんですけれども、これについてはいかが受け止め

ていらっしゃいますでしょうか。 

〇 市  長   まず、スタートの細かな工夫については、ちょっと今私も全体把握してい

ないところもありますので、これは後ほど担当のほうからお話をしたいと思

います。 

         （第１関門など早い関門までの制限時間が短く、途中で断念せざるを得な

かったという方が多かったものですから、第１関門、第２関門についての制

限時間を緩和することを決定したということであります。昨年の大会から

５分緩和をしたと聞いております。）（会見中に補足） 

         去年は女子ビギナーの部がかなり後ろのほうからスタートで、私もそのビ

ギナーの部と一緒に走らせていただきまして、通過まで３０分近くかかった

かなと感じております。これは、できるだけ早く通過ができるような環境と

いうのは、これは不可欠だと思っておりますので、その辺については後ほど、

またお知らせをしたいと思います。 

         それから、（駒場）ファンランの部、いろいろな企業や団体の方が多数参

加をしていただいていることについては、これは非常に良いことだと思って

おります。 

         ファンランは、特にチームランについては、それぞれ職場の皆さんがチー

ムで参加をしていただいているので、そのチームワークにつながったり、あ

るいは直接走らなくても応援する側に回ったりということで、今なかなか企

業の運動会も、いろいろな企業でやれない状況がありますけども、少しずつ
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そういった企業の大運動会みたいなのを復活させているというようなお話

も伺ったりしております。やはり一緒に汗をかいて、一緒に目標に向かって

頑張るということが、企業や団体にとっても良いことだろうと思いますし、

またそれが健康経営であるとか、一人ひとりのライフスタイル、あるいは健

康の増進につながっていくことが、やっぱりさいたま市としても、非常に良

いことだと思っておりますし、できればたくさんの企業の皆さん、あるいは

いろいろな団体の皆さんが、それぞれのグループで参加をしてくれることが

良いのではないかと思っております。 

 

 

〇 時事通信   時事通信と申します。 

         先日、教育委員会事務局のほうから、学力テストが政令市で、全国学力状

況調査の結果が政令市で１位、中学では中学英語が全国１位だったと思いま

すけれども、その受け止めと分析をお願いします。 

〇 市  長   本市は、平成１９年度の調査開始以来、全ての科目で全国あるいは大都市

の平均正答率を上回ってきました。 

         また、トップレベルにあるという報告を受けてきたところでありますが、

今回もそういう意味では、さいたま市の子供たちが大変頑張ってくれて、今

お話のとおり小学校、中学校でも、それぞれ政令市の中では一番よかったと

お伺いしておりますし、また特に中学校の英語については、都道府県も含め

て全国で１位と伺っております。 

         これは、本当に子供たちが頑張ってくれたと思いますし、また、保護者の

皆さん、あるいは地域の皆さんの支援、協力、また学校の教職員の皆さんの

熱心な指導というものが、そのベースにあると考えております。これは、大

変うれしい思いでいっぱいです。 

         ただ、もちろん成績がよかったということもすごく大切なのですけれど

も、やっぱりあわせてやっております学習状況調査の生活慣習のところ、特

に私もいろいろな挨拶でも使わせていただいておりますが、将来の夢や目標

を持っている子供たち、あるいは自分にはよいところがあると思うという子

供たち、あるいは学校に行くのが楽しいと思っている子供たちの割合が、全

国平均と比較してもものすごく高い。それぞれが、昨年以上にそれがまた増

その他：全国学力・学習状況調査の結果について 
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えているという状況を大変うれしく思っています。また、難しいことでも失

敗を恐れないで挑戦しているという子供たちも、これも前年と比べて非常に

増えているということ、大変うれしい思いでいっぱいであります。 

         これも、子供たちをはじめ学校、家庭、そして地域、この３者が子供たち

を支えて導いてきたということが、その背景にあるのではないかと思ってい

ます。特に英語については、ご案内のとおり平成２８年から小学校１年生か

らの英語教育、グローバル・スタディをスタートいたしました。その成果が、

やはり順当にといいますか、しっかりと出てきていると感じています。 

         また、この中で特に１、２年生のときに受けた授業で、スピーチやプレゼ

ンテーションなどを英語で発表する、意見を言ったり表現をしたりというこ

とについても、これも肯定的な回答をした生徒が９割を超えて、全国平均を

１４ポイントも上回っているということでありますので、これは教育委員会

のほうで非常に力を入れていただいて、これまでどちらかというと日本の英

語教育については、読む、あるいは書くということが中心の教育スタイルで

ありましたけれども、それが少し変わった形でさいたま市としては取り組ま

れ、それがいい成果につながってきたということでありますので、これらに

ついては私たちもうれしく思っているところであります。 

         いずれにしても、私も教育委員会と連携して、私たちとしてはどんな環境

下にあっても、将来の夢と希望を持った子供たちに、それなりの力を、それ

は学力、体力、あるいはコミュニケーション力、こういった力をしっかりと

つけて送り出していきたいという願いを持っておりますので、それに向けて

さらに協力をして進めていきたいと考えております。          

 

 

〇 埼玉新聞   たびたびすみません。埼玉新聞です。 

         ちょっと暑い日が続きまして、いよいよお盆に向けてということなんです

けれども、市民の皆様に呼びかけございましたらお願いします。 

〇 市  長   梅雨が明けて、本当に連日暑い日が続いておりまして、これからも大変高

温な日々が続くことが予想されております。 

         くれぐれも熱中症に気をつけていただいて、こまめに水分補給をしていた

だいたり、あるいは涼しい場所にいていただいたり、屋外の活動については、

その他：暑い日が続いていることについて 
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特に暑いことが予想される日にはできるだけ避けていただいて、健康管理に

注意をしていただきながら暑い夏を乗り切っていただきたいと思っており

ます。 

〇 東京新聞   ほかいかがでしょうか。よろしいですか。 

         どうもありがとうございました。以上をもちまして本日の記者からの質問

を終了させていただきます。 

〇 進  行   以上をもちまして市長定例記者会見を終了させていただきます。 

         なお、次回の開催は８月２９日木曜日、１４時からを予定しております。

本日はありがとうございました。 

 

午後２時２５分閉会 

 

 

※この議事録は、明らかな言い直し、重複した言葉遣い、話し言葉などを読み易く整理したも 

のを掲載しています。なお、会見後追加・訂正・補足等された文言等については（  ）と 

し、下線を付しています。 

 


